
 

 
 
 

 

製造業「はさまれ・巻き込まれ災害」事例検討会の開催について 

 

関労働基準監督署（署長 平林健生）は、下記により管内の製造業ではさまれ・巻き込まれ災害を発生

させた事業場を対象とした標記事例検討会を開催します。  

関労働基準監督署管内の平成２９年（１０月末速報値）の製造業における労働災害発生状況は休業４

日以上の死傷者数が１０５人となり、前年に比べ２１人の増加（２５.０％増）となりました。この中で

製造業における事故の型別を分類すると「はさまれ・巻き込まれ災害」は３５人となっており、１／３

を占めています。 

 はさまれ・巻き込まれ災害は、死亡災害や腕を亡くすなどの、重篤な災害となる場合が多く、これら

の災害を未然に防ぐためには、災害の直接原因だけでなく根本的な原因究明が求められます。根本的な

原因究明のために４Ｍ（人間・設備・作業環境・管理）分析は幅広く網羅的に災害を分析する手法とし

て活用されており、今回この４Ｍの概要の説明と災害原因究明演習で構成する事例検討会となります。 

 関労働基準監督署では以上の状況を踏まえ、関係事業場の事業者、安全衛生担当者を対象に、自主的

な「はさまれ・巻き込まれ災害防止対策」の促進を目的として事例検討会を開催するものです。 

記 
１ 開催日時    平成２９年１１月１６日（木）１３:２０～１６:４０ 

２ 開催場所    わかくさ・プラザ 関市総合福祉会館３階会議室 

（関市若草通り２丁目１番地） 

３ 内  容  ４Ｍ（人間要因、物的要因、作業環境要因、管理要因）の解説 

        災害事例を活用した原因究明・対策の検討 

        講師：中央労働災害防止協会中部安全衛生サービスセンター 

                   安全管理士・衛生管理士 山口好孝 

４ 出 席 者  管内製造業事業場の事業者または安全衛生担当者（約２０名出席予定） 
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当日、受付にて資料を配布しますので、取材方よろしくお願いします。 

出典：労働者死傷病報告（平成29年10月末現在、休業4日以上） 出典：労働者死傷病報告（平成29年10月末現在、休業4日以上） 


